
CSRレポート
C S R  R E P O R T2020

大阪ガス株式会社 企画部 ESG推進室
〒541-0046 大阪市中央区平野町4-1-2

Tel.06-6205-4833
h t t p s : / /www . o s a k a g a s . c o . j p /

［発行］2020年9月

D
aigasグ

ル
ー
プ
 C
SRレ

ポ
ー
ト
2
020

CUDマークはNPO法人カラーユニバーサル
デザイン機構により、認証された印刷物、製品
等に表示できるマークです。
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Daigasグループの現状
Daigasグループの事業内
容を紹介した冊子です。
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事業内容および財務報告を
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表紙の絵は、NPO法人「子どもデザイン教室」で絵やデザインを学ぶ
子どもたちに描いてもらいました。
親と暮らせない子どもたちを支援する同団体では、創作活動を繰り返
すことで、幼少期から長期的に自立する力を育てる「子どもデザイン
教室」による学習支援や、子どもたちと作ったキャラクターを企業に
販売し、自立資金を貯金する「子どもデザイン基金」による学費支援
などに取り組まれています。

NPO法人「子どもデザイン教室」▶https://www.c0d0e.com/
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網羅性と重要性への配慮 信頼性への配慮分かりやすさへの配慮
　本レポートで報告すべき話題を選定し優先順
位をつける際には、Daigasグループにとっての
重要性と外部有識者から見た社会にとっての重
要性の両方の観点を考慮しています。冊子で報
告しきれないものについては、ウェブサイトで報
告しています。
　重要性への配慮についてはマテリアリティの
ページをご覧ください。

　レポートの内容や掲載データの信頼
性を確保するために、第三者に検証を
依頼しています。
　レポート全体については、簡易な審査
を含む「評価・勧告タイプ」の第三者意
見を（株）環境管理会計研究所にお願い
しました。環境パフォーマンスデータに
ついては、ビューローベリタスジャパン
（株）による第三者検証の受審後、ウェブ
サイトにて報告します。

　幅広い読者にご理解いただけるように、文字の大きさ、色使い、
写真、図表などはデザイン面で工夫し、専門的な用語については
「用語集」を添付しています。

DaigasグループにおけるCSRの重要側面（マテリアリティ）を中心に取り組みを報告

編集方針と報告情報の選定

様々な色覚特性をお持ちの方も分かりやすく見ていた
だけるように、NPO法人カラーユニバーサルデザイン
機構が実施している検証に合格しました。

　 このマークをつけた言葉は
「用語集」を参照してください。

Daigasグループ企業理念
「Daigasグループ企業理念」は、「Daigasグループの
目指す姿」「Daigasグループの宣言」「Daigasグループ
社是」からなるものです。
Daigasグループは、「Daigasグループ企業理念」に
基づいて事業活動に取り組んでいます。

Daigasグループ社是
サービス第一

Daigasグループの目指す姿
暮らしとビジネスの“さらなる進化”の
お役に立つ企業グループ
Daigasグループの宣言
Daigasグループは4つの価値創造を
実現します　　
Daigasグループは、「お客さま価値」の創造を第一
に、これを「社会価値」「株主さま価値」「従業員価値」
の創造につなげます。

　Daigasグループは、自らのCSR（社会的責任）を全うする
ために、社会からの要請に耳を傾け、それを踏まえて経営す
ることが必要だと考えています。
　そのため、当社グループは、グローバル・レポーティング・イ
ニシアティブ（GRI）が策定する持続可能性報告書の世界的ガ
イドラインであるGRIサステナビリティ・レポーティング・スタ
ンダード（GRIスタンダード）を参考に、現在の社会情勢を踏ま

え、外部有識者の方々との対話を重ねながら、当社グループ
におけるCSRの重要側面（マテリアリティ）を特定しました。
　本レポートでは、特定したマテリアリティを「優先的な取り
組み」として、それぞれのマネジメント状況と関連する取り組
みの進捗を報告するとともに、マテリアリティ報告以外の活
動も可能な限り掲載し、当社グループの取り組みの全体像
が把握できるようにしています。

Daigasグループについて
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参考にしたガイドライン
● ISO26000
● GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード

本報告書にはGRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダードによる開示要求
項目に対応した情報を記載しています。

● 環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
● TCFD提言
● 国連グローバル・コンパクトCOP※方針
※ COP…COPとはCommunication on Progressの略で、国連グローバル・コン

パクトの10原則への取り組み状況を毎年伝える報告書のことをいいます。国連グ
ローバル・コンパクトに参加するための重要な要件となっています。

　大阪ガス株式会社（大阪ガス）とその関係会社からなる「Daigasグルー
プ」を対象としています。大阪ガス単体に関する報告については、主語を「大
阪ガス」または「当社」としています。
　環境パフォーマンスデータの集計対象は大阪ガスと、連結子会社156社
のうち、データ把握が困難かつ環境負荷の小さい、テナントとして入居して
いる会社ならびに海外の会社を除いた関係会社（57社）※です。
　直近の実績データは、基本的に2019年度（2019年4月1日〜2020年
3月31日）のものを報告していますが、活動内容には2020年度のものも含
んでいます。
※エネルギー使用量・温室効果ガス排出量については対象会社に海外子会社（1社）を追加し58社

報告対象

CSR報告の全体像

冊子

高い

高い
Daigasグループにとっての重要性

ウェブサイト
全てのCSR活動を報告
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会
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っ
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性

マテリアリティ報
告を中心に日々
のCSR活動で進
捗のあったもの
を抜粋して報告

Corporate Social Responsibility
DaigasグループのCSR

DaigasグループのCSR 2019年度CSR活動報告 ESGデータ集 報告について

ウェブサイト 本冊子
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私たちDaigasグループを取り巻く環境は、不安定な国

際情勢、気候変動課題における脱炭素化へのさらなる社会

的要請の高まりなど、目まぐるしい変化が起きています。さ

らには新型コロナウイルスの感染拡大（パンデミック）は、

私たちの生活様式までも一変させる事態となっています。

当社グループは新型コロナウイルスの感染症への対応と

して、「大規模災害・事故に関する事業計画（BCP ）」に

基づき、2020年１月下旬から対応を開始し、3月2日に対

策本部を設置して警戒体制を敷きました。その後、国から緊

急事態宣言が発せられたことを受け、４月８日には私が本部

「徹底した提供価値の追求」で
これまでの“当たり前”を変えていくチャレンジの年

これまでの“当たり前”を変える、「徹底した提供価値の追求」

大阪ガス株式会社　代表取締役社長

トップコミットメント

Daigasグループについて
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長となり、非常体制に移行しました。警戒体制・非常体制に

おいては、従業員の手洗いやマスクの着用といった基本的

な感染予防・拡大防止措置の徹底に加え、在宅勤務・時差

勤務などの推進、出張やイベントの自粛・中止などの対策

を実施しました。この結果、これまで事業継続に支障が生じ

ることはありませんでした。なお、緊急事態宣言が発令され

ている期間の在宅勤務率については、ガス・電力等のエネ

ルギー供給維持のために出社が不可避な従業員を除いて、

約８割となりました。

また、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う休業・

失業等によりガス料金・電気料金の支払いが困難なお客さ

まには支払期限の延長を実施しました。

私たちは、日常生活に不可欠なサービスを提供するインフ

ラ事業者であり、お客さまにガスや電気を安定的かつ適切

に供給する使命を担っています。引き続き、万全の感染予防

措置を講じながら事業を継続していきます。

新型コロナウイルス発生後の社会が以前とは同じではあ

り得ない以上、「Build Back Better（よりよいものに再建

しよう）」という新たな動きが始まっています。全てを元通り

に戻そうという考え方ではなく、新たな世界を創っていくと

いう発想が、私たちにも求められています。

2020 年度は、お客さまへの提供価値の追求は不変のも

のとしながら、その内容や提供方法などをこの機会に改めて

考え、新しい “ 当たり前 ”を創り出すという視点で具体的な

取り組みを進化させていきます。お客さまや社会への「お役

立ち」を徹底的に突き詰め、これまでの“ 当たり前 ”を変えて

いくような、将来の持続的成長につながるチャレンジを進め

ていきます。その思いを込めて、従業員へのメッセージとして

「徹底した提供価値の追求 」をスローガンとしました。

これまで以上にお客さま起点での徹底的な提供価値の追

求とスピーディーな事業運営を行い、お客さまから選ばれ続

けるため、4 月にはエネルギー分野における中心的な役割

を担う新たな関係会社を基盤会社として設立しました。大

阪ガスと既存の関係会社の事業を集約することで、各社が

持つ固有の強みを一つにし、お客さまに最適なサービスをワ

ンストップで提供するとともに、適切な権限委譲を行い、より

お客さまに近い場所で意思決定を行うことで、スピーディー

な事業運営につなげます。

また、新体制のスタートに合わせて、お客さまとの新たな

コミュニケーションメッセージ「ぐっとそばで、ぐぐっとミ

ライ。」を設定しました。このメッセージは、「お客さまのより

近くで『提供価値 』を追求していくことで、お客さまと未来

を実現していく」という思いを表現しています。
（基盤会社設立と組織再編についての詳細はP.5に記載しています。）

ESG経営の着実な推進のため、2020年4月の組織再編

に合わせて、CSR・環境部のミッションを担う「 ESG 推進

室 」を企画部内に新設しました。この組織再編は、ESGの

推進機能を事業戦略を担う部門に配置することで、「長期

ビジョン2030 」で掲げた「ステークホルダーからの信任を

獲得し続ける経営 」を推進し、より事業戦略と融合したESG

経営の実現を目指すものです。当社は2007 年に日本の公

益企業として初めて国連グローバル・コンパクトへの参加

を表明し、企業が国際的な観点で取り組むべき原則を支持

しています。持続可能な開発目標（ SDGs）への貢献につい

ても、Daigasグループの将来のあるべき姿に向かって、日

常・非日常を問わず私たちの不断の事業活動の積み重ねに

よって進めてきました。

2020年度は新体制のもと、ESG（環境・社会・ガバナン

ス）やレジリエンス の強化といった潮流をビジネスチャ

ンスと捉え、ガス空調やコージェネレーション 導入、工場

内発電設備の燃料転換など、社会課題の解決に向けてお役

に立てるご提案メニューを拡大するとともに、デジタル化と

技術開発の両面から、一層のイノベーションを推進します。

外出先からガス機器を操作できる「ツナガルde 機能 」やス

マートフォン専用アプリとリモコンが連動する「ツナガルス

イッチ」搭載の家庭用燃料電池「エネファームtype S 」等を

はじめ、IoTによる暮らしのお役立ち機能を充実させた機

器・設備の普及拡大を進めます。

また、「ウィズコロナ期 」におけるお客さまとの新たな

コミュニケーションスタイルを模索し、お客さまとの接点にお

いてもIoTやICTを活用していきます。

事業を通じて社会課題を解決するESG経営の実践

新たな価値提供のための組織再編

Daigasグループについて サステナビリティ戦略 サステナビリティ報告 Daigasグループの概要
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特集1

特集3

特集2

VPP実証実験

放射冷却素材

メタネーション
関連技術

今後も、様々な活動においてESG経営の視点を組み込ん

だ持続可能な事業展開を図っていきます。

環境への配慮では、2030年度目標として掲げた累計約

7,000万ｔのCO2排出量削減に向けて、さらなる高効率機器

の開発・導入や、再生可能エネルギー電源の取得、低炭素化

技術の開発などに取り組みます。再生可能エネルギー電源

は、2019年度末で意思決定済みのものを含めると国内外で

計26カ所・64万kWに達しますが、洋上風力などにも今後

注力していくことで、100万kWの早期達成を目指します。

技術開発では、再生可能エネルギーの活用やカーボンニュー

トラルメタンの実証研究といった低炭素化や脱炭素化、水素

関連の取り組みを進め、お客さまや社会全体の気候変動課

題、低炭素化ニーズに対応します。

社会への配慮では、リスクの特定や人権、適正な労働慣行

等の取り組みなどバリューチェーン 全体での活動を推進

新たな時代に求められる価値の提供を目指して

■ 2020年4月からの新体制とDaigasグループ機構表

新体制（基盤会社の設立）
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資
評
価
室

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
究
所

情
報
通
信
部

近
畿
圈
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所

秘
書
部

広
報
部

人
事
部

総
務
部

経営会議 基盤会社、中核会社、共通機能会社大阪ガス（株）の組織

新会社 新会社 新会社

業務用・産業用のお客さま向け
エネルギー営業などの

機能を移管

ご家庭のお客さま向け
エネルギー営業などの

機能を移管

ガスの製造所や発電所における
オペレーション&メンテナンスなどの

機能を移管

するとともに、デジタル化による抜本的な業務の改善やさらな

るテレワーク等の活用により、働き方改革を継続し推進します。

ガバナンスの強化では、引き続き適正な情報開示を行うと

ともに、グループ全体で公正な事業慣行の徹底や、ダイバー

シティ 推進、情報セキュリティ強化を一層進めていきます。

なお、2020年4月の組織再編に合わせ、さらなる執行と監

督の分離を図り、業務執行機能と監督機能を強化することを

目的に、取締役会を社外取締役が3分の1以上を占める構成

としました。これにより、さらなるコーポレート・ガバナンスの

向上を目指します。
（コーポレート・ガバナンスについての詳細はP.44に記載しています。）

Daigasグループはグループの総合力、そして新体制のメ

リットを生かし、お客さまや社会のご期待を肌で感じて、走り

ながら考え、固定観念にとらわれることなく「提供価値」に磨

きをかけていきます。

Daigasグループ機構表

Daigasグループについて
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